
年表

*ホ ームズの事件についてはベアリング =グールドの年代学を参照。

年 首相 英国の出来事 日本

1846 ホイッグ党ジョ 穀物法廃止

1847 マイクロフ ト誕生

「共産党宣言」発表

1851 第 1回万国博覧会

1852 保守党ダービー

ホイッグ党アバデ

フ トスン誕生

1853 クリミア戦争 ペリー来航

1854 ホー ムズ誕生 日米和 親 条 縦

1855 ホイッグ党パー マ

ス トン

1857 セポイの反乱

1858 保守党ダービー ムガル帝国解体 日米修好通商

条約

1859 自由党パーマス ト『種の起源』発表

1865 自由党 ラ ッセル

1866 保守党ダー ビー

1867 カナダ連邦成立

第2回選挙法改正

大政奉還

1868 保守党ベンジャミ

ン・ディズレー リ

自由党ウィリア

ム・グラッドス ト

明治維新

普通教育法成立

1871 労働組合法成立

保守党ディズレー

リ

《グロリア・スコット号》

1875 スエズ運河株買収

1877 イン ド帝国成立 私立探偵業を開業 西南戦争

1879 《マス グレープ家の儀式》

自由党グラッドス

トン
第 2次アフガン戦

争終結
スーダン戦役 ホー ムズ とフ トス ンの出会

い

ベーカー街221bへ

《緋色の研究》

《まだらの紐》 麓鳴館落成

『ホームズの不思議な世界』（平賀 三郎、青弓社、2012）

Jamie




第 6章 ホームズ時代の英国首相

年 首 相 英国の出来事 ホームズ関連 日本

第 3回選挙法改正

1885 保守党 ソールズベ

リー

自由党 グラ ッ ドス

トン

保守党 ソールズベ

リー

(入 院息者》

(花 嫁失踪事件》

(第二の汚点》

1887 《ライダートの大地主》

《ボヘミアの醜聞》

《唇の捩れた男》

《オレンジの種五つ》

《花婿失踪事件》

《赤髪組合》

《瀕死の探偵》

《青いガーネット》

1888 《恐怖の谷》

《黄いろい顔》

*《ギリシャ語通訳》

《四つの署名》

《バスカヴィル家の大》

1889 《掬屋敷》

《ボスコム谷の惨劇》

《株式仲買店員》

《海軍条約文書事件》

《ポール箱》

《技師の親指》

《背の曲った男》

大日本帝国憲

法発布

1890 《ウィステリア荘》

《自銀号事件》

《緑柱石の宝冠》

*《最後の事件》

モリアティが死亡

1892 自由党 グラ ッドス

トン

自由党 ローズベ リ *《空家の冒険》

《金縁の鼻眼鏡》

日清戦争

保守党 ソー ル ズベ

リー

マ レー半 島支配 《二人の学生》

《美しき自転車乗り》

《黒ピーター》

《ノーウッドの建築士》

*《ブルース・パティント

ン設計書》

下関条約

三国干渉



年 首相 英 国の出来事 ホ ー ムズ関頚 日本

1896 《覆面の下宿人》

《サセックスの吸血鬼》

《スリー・ クォーターの失踪)

1897 《アベ農園》

《悪魔の足》
1898 九龍半島租借

ファショダ事件

《踊る人形》

《隠居絵具師》
1899 ポー ア戦争 《犯人は二人》
1900 夏 目漱石 ロン ドン

留学

《六つのナポレオン》

《ソア橋》
オー ス トラ リア連

邦成立

ヴ ィク トリア女王

死去

エ ドワー ド7世即

位

《プライオリ学校》

保守党アーサー

バルフォア

《ショスコム荘》

《二人ガリデブ》

《フランシス・カーファクス

姫の失踪》

《高名な依頼人》

《赤い輪》

日英 同盟

(自 面の兵士》

(三破風館》

(マ ザリンの宝石》

(這 う男》

ホームズが引退し、サセッ

クス 、́

1904 英仏協商成立 日露戦争
1905 自由党ヘンリー・

キャンペル=バナ

ポー ツマス条

約

労働党結成

1907 栗露協商成立

自由党 ハーバー

ト・ ヘ ン リー・ ア

ス キス

ライオンのたてがみ》 男藤博文 暗殺

南 ア連 邦成立 日韓併合

第 1次世界大戦 (最後の挨か

*はマイクロフトが登場する事件
太字は英国首相が依頼人、または事件を知っていると思われる事件
ホイッグ党は自由党に発展




